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生産 された子牛は素牛 として関東、中国および九州地方にも導入 され肥育さ
れている。牛肉の輸入 自由化により、本種の肉は小売り価格帯や肉質で輸入
牛肉と競合するようになり、子牛の市場価格および枝肉価格が低下した。そ



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表2.体 重の成長曲線特性値に関す る 表3.体 高の成長曲線特性値に関す る








対角=遺 伝率,左 下:遺 伝相関,右 上:表 型相関
A:成 熟値B=生 時の成熟度,K:成 長率の係数
表4.現 場後代検定の肥育成績の分散分析表










































































表5.現 場 後代 検 定の枝 肉 成績 の分散 分析 表




















































































ロース芯 ばらの 皮下脂肪のBMS締 まり1日 当た り
断面積 厚さ 厚さ(No.)枝 肉量
ロース 芯断 面積.47±.08.10**一.22**.03「11**
ば らの厚 さ.27±.14.32±.06..06**.17**.20**
皮下脂 肪の 厚 さ 一.48±.13「43±.14.34±.07」7料.16**
BMS(閥0.).11±.16.妃 ±.14.09±.17コ9±.05.42**
締 ま り.00±.16.61±.12.08±.16.82±.09.23±.05


















































































































光 沢 「2」→56,8%r3」 →40.4%
3.肉 の 締 ま り及び きめ
締 ま りr1」 →27。5%r2』 →46。8%
「3」→256%
きめ 「2」→75.3%





ロース芯 ばら 皮下脂肪BMS締 まり
























































論 文 審 査 の 要 旨
肉用牛の成長様相に関 して,定量的に特性値 としてとらえるとともに,遺 伝的および環境的要
因を解析 して,個体の遺伝的能力の予測値である育種価の推定を行った。また,肉 質および肉量
に関 して現状の分析を行 うとともに,こ れらに大きな影響を与える生産(肥 育)環 境および種牛
の遺伝的能力に関する特徴と問題点を明らかにし,それ らの今後の改善,改 良について考察 した。
は じめに,日本短角種雌牛の成長の特性を,体重および体尺測定記録に5つ の成長曲線モデル
をあてはめて,それ らの特性値(成 熟値,生 時の成熟度の係数,成 熟速度)を得た。5モ デルの
比較から,Bertalanffyのモデルが最も有効であることを確認 した。各特性値の遺伝率は,成熟値
では中程度から高い値,成 熟速度ではやや低い値がそれぞれ推定された。予測した特性値の育種 『
価を用いて,集 団の遺伝的趨勢を推定 した結果,成 熟値で有意な1次 回帰式が推定 されたのは体
重,体長,胸 囲およびかん幅で,これ ら形質は遺伝的に変化していることが示された。さらに,
育種価の推定結果から,同 じ成熟値でも成熟速度の異なる個体が存在することを明らかに した
















力1個体毎に遺伝的に支配されてお り,これらの改良が可能であることを示 した。また,現 場の産
肉成績に影響を及ぼ している要因を明らかに し,今後の肉質形質の改良に関わる問題点と改良の
方向を示 した。これらのことから,審査員一同は博士(農学)を授与するに値するものと判定した心
一87一
